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１．利根川上流ダム群等の現況

１）利根川水系

（１）降水量
平成２０年の利根川の栗橋上流域平均降水量は、１月から９月の累加降水量が１，４２４mm（平年比

１３１％)となり、年降水量の平年値１，３７２mmを上回る降水量となりました。これは、昭和２３年
以降６１年間で６番目に多くなっています。

４月は低気圧の影響により、月降水量が１７２mm（平年比１９７％）で昭和２３年以降１番に多く、
５月も低気圧の影響により、月降水量が１９８mm（平年比１６９％）で昭和２３年以降３番目に多くな
りました。さらに６月の月降水量は１９９mm（平年比１１３％）で、平年をやや上回りました。

７月に入ってからは広い範囲でまとまった雨の降る日は少なく、栗橋上流域では平年をやや下回る降
水量となりましたが、ダム周辺（藤原地点）における月降水量は２２２mm（平年比１２５％）で、平年
を上回りました。８月は、大気の状態が不安定となり局地的に雷を伴う大雨がたびたび発生したほか、
前線や低気圧の影響により、月降水量が３８２mm（平年比１８５％）で、昭和２３年以降１番に多くな
りました。９月の月降水量は１６２mm（平年比７７％）で、平年を下回りました。

１０月の月降水量は、１４日までで６０mm（平年比４８％）となっています。（図－１、表－１参照）

図－１

表－１ 利根川栗橋上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘 要
昭和62年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091 利根川夏渇水

平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413 〃

平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143 〃

平成８年 26 35 68 47 98 117 155 78 217 80 55 23 999 利根川冬夏渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水

平成13年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569 利根川夏渇水

平成19年 34 21 38 67 126 159 262 116 380 137 27 53 1,420
平年 44 47 66 87 117 176 198 206 211 124 59 37 1,372
(S23-H19)
平成20年 27 50 56 172 198 199 178 382 162 60 1,484
平年比(%） 61 106 85 197 169 113 90 185 77 48 108

平成２０年１０月１４日まで
※ 利根川取水制限実施月（一時緩和含む）
※ 栗橋上流域面積 8,588㎞
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（２）利根川上流ダム群の貯水状況
平成２０年春期の利根川上流８ダムは、気温の上昇に伴う融雪出水と低気圧等による降雨により、春

期としては平成１１年以降９年ぶりに８ダムそろって満水となりました。
夏期制限水位に移行した７月１日０時には貯水量３億４，６３０万ｍ3で、夏期制限容量（３億４，

３４９万ｍ3）に対する貯水率は約１００％、平年比１０８％と、平年を上回る貯水量となり、洪水期
については貯留補給を繰り返したものの、平年を上回る貯水量となっています。

１０月１５日０時現在の貯水量は、３億２，４７３万ｍ3、貯水率７０％、平年比１０８％と平年を
上回っています。（表－２、図－２参照）

表－２ 利根川上流８ダム貯水量
平成２０年１０月１５日０時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 平年比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/ 日） （％）

矢木沢ダム １１，５５０ ７，７７２ ６７ －２７ ９９
奈良俣ダム ８，５００ ７，２２６ ８５ －１２ １２５
藤原ダム ３，１０１ ８３２ ２７ ３ ６５
相俣ダム ２，０００ ２６４ １３ ５ ２９
薗原ダム １，３２２ １，０７２ ８１ －２７ ２０２
下久保ダム １２，０００ ８，８１５ ７３ －２３ １０８
草木ダム ５，０５０ ４，２６４ ８４ －６６ １３０
渡良瀬貯水池 ２，６４０ ２，２２８ ８４ －９１ １０６

８ダム合計 ４６，１６３ ３２，４７３ ７０ －２３８ １０８
１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）
図－２
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２）鬼怒川水系

（１）降水量
平成２０年の鬼怒川の佐貫上流域平均降水量は、１月から９月の累加降水量が１，３８７mm（平年比

１０２％）で、平年並の降水量となりました。
４月の月降水量は１０８㎜（平年比１０５％）で平年並となりましたが、５月は低気圧の影響により、

月降水量が２３１mm（平年比１９３％）で昭和４７年以降３７年間で２番目に多くなりました。６月の
月降水量は１６１mm（平年比９０％）で、平年を下回りました。

７月の月降水量は１４７mm（平年比６５％）で平年を下回り、８月は雷を伴う大雨の発生、前線や低
気圧の影響により４８５mm（平年比１７４％）で平年を大きく上回り、９月の月降水量は１８４mm（平
年比６６％）で平年を下回りました。

１０月の月降水量は、１４日までで６５mm（平年比４５％）となっています。
（図－３、表－３参照）

図－３

表－３ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301
平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853
平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583
平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140
平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525
平成１３年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980
平成１９年 31 15 21 41 122 176 298 115 471 142 18 27 1,477
平年(S47－H19) 49 53 74 103 120 178 226 278 279 143 91 39 1,633
平成２０年 15 25 31 108 231 161 147 485 184 65 1,452
平年比(％) 31 47 42 105 193 90 65 174 66 45 89

平成２０年１０月１４日まで
※ 鬼怒川佐貫上流域面積 940㎞
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（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況
平成２０年春期の鬼怒川上流３ダムは、年末から４月にかけてほぼ平年並の貯水量で推移し、４月２

１日には、貯水量は１億６，６９７万ｍ3、貯水率は９３％（平年比１０５％）に達しました。
その後は補給となりましたが、５月２０日に、前線を伴った台風４号の影響で、１日で約１，０００

万ｍ3を貯留しました。夏期制限水位に移行してからも、局地的な雷雨や前線等に伴う降雨により、平
年を上回る貯水量で推移しました。

平成２０年１０月１５日０時現在の貯水量は、９，０２９万ｍ3、貯水率５０％、平年比１０２％と
平年並みとなっています。（表－４、図－４参照）

表－４ 鬼怒川上流３ダム貯水量
平成２０年１０月１５日０時現在

ダム名 有効容量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 平年比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） (万ｍ3/日) （％）

五十里ダム ３，１２３ ５２４ １７ －９ １１１
川俣ダム ７，３１１ ４，５４６ ６２ －２０ １０６
川治ダム ７，６００ ３，９５９ ５２ ０ ９６
３ダム合計 １８，０３４ ９，０２９ ５０ －２９ １０２

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－４
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３）荒川水系

（１）降水量
平成２０年の荒川の秋ヶ瀬上流域平均降水量は、１月から９月の累加降水量が１，３６７mm（平年比

１１９％）となり、年降水量の平年値１，３７７mmに並ぶ降水量となりました。これは、昭和４０年以
降４４年間で９番目に多い記録となっています。

４月は低気圧の影響により、月降水量が２７５mm（平年比２９５％）で昭和４０年以降１番に多く、
５月も低気圧の影響により、月降水量が２１７mm（平年比１９５％）で昭和４０年以降２番目となり、
さらに６月も梅雨前線の影響により、月降水量が２４１mm（平年比１５４％）で昭和４０年以降４番目
に多くなっています。

７月の月降水量は１０６mm（平年比５６％）で平年を下回り、８月は雷を伴う大雨の発生、前線や低
気圧の影響により月降水量が２５２mm（平年比１１５％）で平年をやや上回り、９月の月降水量は１５
７mm（平年比６７％）で、平年を下回りました。

１０月の月降水量は、１４日までに６１mm（平年比４２％）となっています。（図－５、表－５参照）

図－５

表－５ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975
平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657
平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191
平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965
平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055
平成１３年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657
平成１９年 27 10 26 107 73 58 310 57 502 124 26 47 1,367
平年(S40－H19) 35 39 67 93 111 156 188 219 236 145 60 28 1,377
平成２０年 12 28 79 275 217 241 106 252 157 61 1,428
平年比(％) 34 72 118 295 195 154 56 115 67 42 104

平成２０年１０月１４日まで
※．荒川秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞
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（２）荒川３ダムの貯水状況
平成２０年春期の荒川３ダムは、前年の終りから平年をやや上回る貯水量で推移していましたが、４

月の多雨の影響により貯留が進み、５月１１日には貯水量７，８８４万ｍ3、貯水率９１％（平年比１
１７％）に達しました。

その後、５月、６月の降雨もあり、夏期制限水位に移行した７月１日９時には、貯水量は５，６１８
万ｍ3で、夏期制限容量（５，６７３万ｍ3）に対する貯水率は９９％、平年比１０４％となりました。

梅雨明け後も、荒川の流況が比較的良好であったため、夏期制限容量に対しほぼ満水の状態で推移し
ました。

１０月１５日９時現在の貯水量は、４，９５２万ｍ3、貯水率５７％、平年比８９％と平年をやや下
回っています。

（表－６、図－６参照）

表－６ 荒川３ダム貯水量
平成２０年１０月１５日９時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 平年比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日） （％）

二瀬ダム ２，０００ ４９５ ２５ －１５ ６６
荒川貯水池 １，０２０ １，０１１ ９９ －１ １０２
浦山ダム ５，６００ ３，４４６ ６２ －１０ ９１

３ダム合計 ８，６２０ ４，９５２ ５７ －２６ ８９

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－６
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４）多摩川水系

（１）降水量
平成２０年の小河内ダム上流域平均降水量は、１月から９月の累加降水量が１，３７４mm（平年比１

０４％）となりました。
４月は低気圧の影響により、月降水量が２２７mm（平年比２０６％）、５月も低気圧の影響により、

月降水量が１８３mm（平年比１５１％）、さらに６月も月降水量が２３７mm（平年比１３１％）となり、
各月とも大きく平年を上回りました。

７月の月降水量は１１４㎜（平年比５３％）で平年を下回ったものの、８月は雷を伴う大雨、前線や
低気圧の影響により３１８mm（平年比１２６％）で平年を上回り、９月の月降水量は１５３mm（平年比
６１％）と、平年を下回りました。

１０月の月降水量は、１４日までで５２㎜（平年比３１％）となっています。
(図－７、表－７参照）

図－７

表ー７ 多摩川小河内ダム上流域降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
平成１９年 39 34 53 121 119 99 317 69 667 124 21 53 1,716
平年(T14－H19) 45 56 90 110 121 181 215 252 252 170 78 44 1,614
平成２０年 18 53 71 227 183 237 114 318 153 52 1,426
平年比(％) 40 95 79 206 151 131 53 126 61 31 88

平成２０年１０月１４日まで
※ 端数処理の関係で、各月の和と合計値は一致しないことがあります。
※ 小河内上流域面積 262㎞
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（２）小河内ダムの貯水状況
１０月１５日７時現在の貯水量は、約１億６，１０５万ｍ3、貯水率８７％、平年比９６％と平年並

みとなっています。（図－８参照）

図－８
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２．非洪水期における工事制限水位等について
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３．今後の見通し及び対策
（１）見通し

①．平成２０年１０月１０日発表の気象庁の１か月予報によると、１０月１１日から１１月１０日の
関東甲信地方の降水量については、「少ない」となっており、９月２５日発表の気象庁の３か月予
報によると、降水量は、１０月は「平年並み」、１１月は「多い」、１２月は「平年並み」となっ
ています。また、９月２５日発表の気象庁の寒候期予報によると、１２月から２月の降水量は、「多
い」となっています。

１か月予報（平成２０年１０月１０日発表）

３か月予報（平成２０年９月２５日発表）

寒候期予報（平成２０年９月２５日発表）

②．利根川上流８ダムのうち、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダムは、ダム運用上、重要な工事を実施す
るため、貯水量を制限した運用を行い、そのうち藤原ダム、薗原ダムについては１２月までには工
事を完了させる予定です。渡良瀬貯水池については、平成９年から利根川の流況を見ながら実施し
ている「干し上げ」を本年も水質改善のために実施する予定です。

また、一般的に冬期の降水量が少なくなることから、下流域の水需要を満たすために例年１２月
よりダムから補給を行うため、融雪が始まる時期（３月下旬頃）までダム貯水量が低下します。

（２）対策

①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］
利根川・鬼怒川上流ダム群及び下流部の水資源開発施設においては、今後の降水状況及び下流部

の水利用を踏まえたきめ細かい運用を行い、ダム貯水量の確保に極力努め、冬期及び来春の水需要
に備えます。

②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］
現在のダム等の供給能力は、首都圏の水需要の大きさに対して十分とはいえない状況にあります。

利根川水系渇水対策連絡協議会としては、今後も水資源の有効利用に努めるとともに、取水制限等
の渇水対策が必要になった場合には、機動的に対応していきます。
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